
 

資料３ 
公益社団法人日本動物園水族館協会について 

 
 
Ⅰ．組織の概要  
１．名称 

 
公益社団法人日本動物園水族館協会 
英名：Japanese Association of Zoos and Aquariums 
 
２．事務所の所在地 
 
 〒110‐8567 東京都台東区台東 4－23－10 ヴェラハイツ御徒町 402 
 
３．組織 
 
１． 総 裁：秋篠宮文仁親王殿下 
２． 会 長：荒井 一利（鴨川シーワールド館長） 
３． 正会員：151名（動物園 87、水族館 64：平成 25年度末現在） 

 
４．事業目的 
 
動物園、水族館事業の発展振興を図ることにより、文化の発展と科学技術の振

興並びに自然環境の保護保全に貢献し、もって人と自然が共生する社会の実現に

寄与することを目的とする。 
 
 
Ⅱ．ライチョウ保護増殖事業実施体制 

 
正会員所属園館のうち、別亜種スバールバルライチョウを用いて先行的な飼

育･繁殖技術の開発に取り組んでいた 6 園（恩賜上野動物園、富山市ファミリー
パーク、いしかわ動物園、長野市茶臼山動物園、多摩動物公園、横浜市繁殖セン

ター）及びライチョウ飼育実績のある大町山岳博物館の関係者をメンバーとして、

生物多様性委員会の下に平成 26 年度からライチョウ域外保全プロジェクトチー
ムを設置し、環境省の間で平成 26 年 5月に締結した「生物多様性保全の推進に
関する基本協定書」に基づく協会の事業として位置づけて実施。 
 
 
 
本報道発表に関する問い合わせ窓口 
 
生物多様性委員会  
保全戦略部長 堀 秀正（恩賜上野動物園飼育展示課東園飼育展示係長） 
℡. 03-3828-5171(恩賜上野動物園代表) 
 


